
２０１４年度 事業報告書 

（ ２０１４年４月１日 から ２０１５年３月３１日 ） 

 

 

 

１. 事業概要 

地域の長年の気候風土の中で培われてきた暮しのあり方や先駆的な取り組みに学び、この

地域の特性を生かした環境再生活動を推進することで、孫や子が安心して暮らせる地域づく

りを進めていく。この 1年もその為の活動をあいとうエコプラザ菜の花館というモデル施設

の運営と様々な地域問題の解決という中からビジネス性を念頭に置いて取り組んできた。 

あいとうエコプラザ菜の花館の開館に合わせて設立されたＮＰＯ法人愛のまちエコ倶楽

部（以下 エコ倶楽部）は、記念すべき１０周年を迎えた。「東近江モデル」と言われるモ

デルの中心施設として注目されてきており、地域内の団体との連携を通して地域一体となっ

た事業展開を目指した。 

 

 

【地域内連携】 

あいとうまちづくり協議会への積極参加。市のコミュニティビジネス・ステップアップ事

業として、地域に入り込んで実施した空き家調査。愛東まちづくり協議会と共同で作成した

菜の花プロジェクトパンフレット作成。地域の施設を組み込んだ新しい研修モデルの検討。

菜種栽培面積の増加、地域特産品として菜ばかりの販売実績、地域の協力出店者を増やして

多くの参加者が訪れた収穫祭など。これまでから格段に連携が進みつつある。 

 

【財政基盤と地域経済効果】 

継続した事業活動を進めるために財政基盤の確立が求められる。視察研修・くん炭売り上

げ等の伸びが思わしくない中、菜の花栽培面積の増加・菜種油並びに油粕の販売拡大等が寄

与し販売減をカバーしている状況である。栽培を地域営農組合等に依頼する事で地域とのつ

ながりが強化され、かつ地域特産品の拡大という面でより地域経済効果の貢献できた。 

 

【新事業】 

次につながる事業としてスタートした「愛のまち星つむぎプロジェクト」は、本格的な事

業となる２年目を終えた。地域内施設の連携を取り入れた新視察研修は基本資料の作成が終

了し今後が期待される。また「田園歩き」事業は、まだまだ認知が進んでおらず厳しい状況

が続いているか、「縁側カフェ」事業は定期開催という方向になり、新しい可能性を感じる

状況となっている。 

 

第１号議案 



【１０周年】 

１０年目の節目の年を迎えたエコ倶楽部。基本に立ち返りながら、新たな展開を模索。１

０周年を題材にした展示、施設クイズでこれまでのあゆみをＰＲ。他団体が実施するコミュ

ニティビジネス研修会に役職員多数の積極参加。１０周年を意識し、つながりの輪を広げて

実施した収穫祭など、今後の事業展開へとつなげることができた。 

 

【第 15 回全国菜の花サミットｉｎ東近江】 

「全国菜の花学会・楽会」が１０年を経過して、そのあり方が検討された結果、「全国菜

の花サミット」と統合されることとなった。その統合の第１回めで、記念すべき第１５回大

会が東近江市で開催されることになった。この開催に向けて委員会が組織され、市・生活環

境課や東近江市観光協会とスクラムを組んで事務局を組織し、「東近江市らしい企画内容」

を目指して半年間さまざまな準備を進めた。 

 

２.事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業 

事 業 内 容 事 業 報 告 
実施日

時 

実施場

所 

従業者

数 

受益対

象者 

あいとうエコプラザ 

菜の花館指定管理 

・管理運営 

・BDF・くん炭製造販売 

・館内展示など 

（館運営全般） 

施設も１０年が経過した為、修繕計

画について所轄担当と協議を重

ねた。 

 

・ＢＤＦ供給 

１５，５１２ℓ （前年 １１，０４８ℓ） 

→森林組合への供給増  

・くん炭製造  

２９８．３１０ℓ（前年 ２５０，９４０ℓ） 

・館内展示 ２回 

『菜の花館 10周年クイズラリー』 

『数字で見る菜の花プロジェクトの

１０年』 

通年 菜の花

館ほか 

６名 一般 

菜種栽培推進事業 

・地域菜種栽培の推進 

・東近江市愛東菜種生産

協議会の開催 

・播種勉強会の開催（収量向上） 

・種子買取料金値上げ１２０円/ｋｇ

（前年 １１5.7 円/ｋｇ）→菜種栽培

農家の収入増へ 

・菜種栽培面積 １３２７．７a（前年 １０

８４．７a） 新規に３団体加入 

通年 菜の花

館ほか 

２名 一般 

営農組

合 

農家 



菜種収穫・乾燥・調整 

・地域菜種の収穫・乾燥

調整作業請負 

・収穫適期見極めのための農地確

認作業（収穫効率向上） 

・荷札を使い、間違いを防ぐ乾燥調

製作業（収穫受け入れ体制強化） 

５月 

～ 

１０月 

東近江

市内農

地 ・ 菜

の花館 

６名 一般 

営農組

合 

農家 

菜種油等生産事業 

・菜種油の生産・販売 

・油粕の販売 

・菜種油販売額 495 万 5306 円 

（前年 317 万 5141 円） 

・菜種油粕販売額 85 万 5250 円

（前年 55万 670 円） 

・注文受付と生産の連携を向上 

・永源寺地域おこし協力隊への油

粕卸し 

・菜種油卸先との情報交換、交流 

通年 菜の花

館ほか 

 

２名 一般 

視察研修事業 

・菜の花館視察研修受け

入れ 

・愛のまちエコ倶楽部事

業への視察研修受け

入れ 

・126 団体 2,798 人 

（前年 123 団体 3,011 人） 

・星つむぎプロジェクトとの連携に

よる東近江研修ツアーの試行 

・アンケートによる視察研修団体の

ニーズ調査 

通年 菜の花

館ほか 

５名 一般 

山の再生事業（里守隊） 

・里山整備作業と里山保

全の啓発 

薪の燃料利用 

・延べ参加人数 150 名 

・月１回の定例活動による里山整備

（通算 100 回を突破） 

・里山資源の利用促進 

・里山学習会「森を知ろう」の開催 

・里守隊チラシの作成 

月１回 地域里

山エリ

アほか 

２名 一般 

水と暮らしの再生事業 

・廃食油リサイクルせっ

けん「愛しゃぼん」づ

くり支援 

・愛のまちエコライフの事務局業務

を１年かけて市から引き継ぎ 

・夏原グラント補助金によるラベル

の刷新、アンケート実施、試供品配

布など 

・八日市のグループしゃぼん玉と

の協同作業へ向けた話し合い 

通年 菜の花

館ほか 

２名 一般 

田んぼの再生事業 

・一からの米づくり体験

（区画オーナー制田ん

ぼ） 

・仲間で米づくり（１反オ

ーナー制度） 

・収穫祭に合わせて地元名人によ

るワラ細工体験を実施 

・仲間で米づくりは、２組の参加で

実施 

・米販売 10 万 3104 円 

 稲わら販売 ７，２００円 

４月 

～ 

１０月 

借用農

地 

２名 一般 



一からの味噌づくり体験 

・区画オーナー制大豆

畑、味噌仕込み体験） 

・無農薬の大豆の販売 

・地元農家との交流（味噌仕込み） 

６月 

～ 

１月 

借用農

地ほか 

２名 一般 

お茶っぱーず 

・担い手のないお茶園の

再生、整備 

・地域お茶組合との交流 

・手もみ講座、紅茶づくりの実施 

・メンバーから本格的な茶の栽培

者誕生→支援園地範囲の拡大 

４月 

～ 

３月 

愛東外

地区茶

園 

２名 一般 

愛エコぶどう倶楽部 

・ブドウ栽培農家の園地

にて栽培体験 

・地元農家との交流を含めた体験

の実施 

５月 

～ 

３月 

愛東外

地 区

ブドウ

園 

２名 一般 

愛エコ梨倶楽部 

・かるーく体験コース 

・梨園の維持再生事業 

正式に４園を預かる体制へ。 

収量は伸びなかったが、園の維持

とシニアの活躍の場が確立されつ

つある。 

通年 妹地区

梨園 

ほか 

２名 一般 

貸し農園コース 
整備について、運営方法の見直し。 通年 借用農

地ほか 

２名 一般 

農村の再生事業 

（新規就農支援事業） 

・県、市、農協、農家と連

携した新規就農希望

者への支援 

・新規就農マッチング事

業 

・空き家プロジェクト 

・新規就農マッチング事業を利用し

た、就農支援プロセスづくり 

・就農希望者の相談受付 ９件 

・地域農家からの後継者相談受付 

１件 

・まちづくり協働課 

「コミュニティビジネススタートアッ

プ支援事業に採択され 

「愛東エリアの空き家調査事業」実

施→新規就農希望者の愛東移住

促進へ 

通年 菜の花

館 ・ 愛

東地域

ほか 

２名 一般 

特別事業支援 

（各団体の事務的な支

援） 

・エコライフ 

・愛エコ梨倶楽部 

・愛のまち民泊推進協議

会 

・各団体の事務受託で、活動を支援 

・エコライフの廃食油リサイクルせ

っけん生産支援、事務局業務の引

き継ぎ、夏原グラント助成金報告

書作成 

愛エコ梨倶楽部の梨園４カ所の運

営体制を事務局として支援。 

・民泊推進協議会の、民泊許可件

数の拡大 

通年 菜の花

館ほか 

５名 一般 



収穫祭 

・10 周年記念企画として例年より

規模を拡大 

・こだわりマルシェ、体験、ステージ

ショー、愛しゃぼんづくり見学など 

１１月 菜の花

館 

６名 一般 

ホームページの管理更

新 

・Facebook ページの開設 通年 菜の花

館 

５名 一般 

ＮＰＯ通信の発行 

「田舎もん体験」チラシ

の発行 

・NPO 通信年２回発行 通年 菜の花

館 

２名 一般 

１０周年記念 
１０周年記念収穫祭、展示、感謝セ

ールの実施 

１１月 菜の花

館ほか 

６名 一般 

会員 

愛のまち星つむぎプロ

ジェクト 

・愛のまち歩き 

３コースを企画し開催した。集客人

数が伸びなかったので、広報の方

法、期間など見直しの必要あり。 

・よ～きて茶屋開催 

愛東外町３軒の協力で 2 回開催 

・東近江の他団体と連携した視察

研修受け入れプログラムづくり 

１０月～ 愛東地

域 ・ 東

近江地

域 

５名 一般 

菜の花サミット準備 

２０１５年４月開催に向けた実行委員

会の立ち上げと、３回の委員会の

開催。 

市とともに、事務局としてサミット

全体の運営を担った。 

通年 菜の花

館 ・ 東

近江市 

６名 一般 

その他 

・オーライニッポン大賞審査委員会

長賞 

・東近江市 市制１０周年記念 

社会功労感謝状 

    

 

 

 


